
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
、自
然
体
験
の
場
に

熊谷 圭介氏
長野大学 副学長

地域全体で検討必要

募
集
ア
イ
デ
ア
で
廃
業
旅
館
再
生

上
田
別
所
温
泉

柏
屋
別
荘歴

史
あ
る
建
物
の
利
活
用
探
る

信田 直昭氏
柏屋別荘オーナー

新
し
い
機
能
、交
流
拠
点
化
へ

交流の裾野を広げる

戸
越
銀
座
商
店
街
連
合
会

組
合
加
盟
の
メ
リ
ッ
ト
に組織率約％、ブランド打ち出しで商標活用

まちづくりの起爆剤
「地域団体商標制度」

適切に保護し、信用力維持！競争力強化！

商標課 地域ブランド推進室長
特許庁

佐藤 浩昭氏

一
定
の
周
知
性
で
要
件
満
た
す

信
用
力
向
上
が
、販
売
機
会
増
に

地 域 団 体 商 標
マークの活用事例

１、法的効果

２、差別化効果

３、その他の効果

権
利
取
得
ま
で
の
流
れ

有
効
登
録
件
数
の
内
訳

（
２
０
２
２
年

月
末
現
在
）

地域団体商標
取得のメリット

（７） 第３１５４号第３種郵便物認可２０２２年（令和４年）１２月１２日（月曜日）

ア
イ
デ
ア
募
集
に
参
加
し
た
長
野
大
学
生

―
―
表
彰
式
を
終
え
て
。

「
ゼ
ミ
の
学
習
の
一
環
で

参
加
し
た
。
こ
の
よ
う
な
大

き
な
施
設
で
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
や
有
効
活
用
を
検
討
し
、

実
践
で
き
る
貴
重
な
場
と
な

っ
た
。
ま
た
、
柏
屋
別
荘
だ

け
で
な
く
、
別
所
温
泉
の
問

題
、
魅
力
を
勉
強
し
、
見
つ

め
直
す
機
会
に
も
な
っ
た
」

―
―
地
域
の
課
題
は
ど
う

捉
え
て
い
る
か
。

「
町
に
は
、
温
泉
街
だ
け

で
な
く
商
店
街
、
住
宅
地
が

混
在
し
て
い
る
。
北
向
観
音

や
神
社
仏
閣
な
ど
観
光
ス
ポ

ッ
ト
は
い
く
つ
か
あ
る
が
、

も
っ
と
周
辺
を
歩
い
て
楽
し

い
と
思
え
る
場
所
が
必
要
。

サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な
ま
ち
づ
く

り
を
行
う
上
で
も
、
地
域
全

体
で
話
し
合
わ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
こ
れ
は
、
逆
に
伸

び
代
が
あ
る
と
も
い
え
る
」

―
―
柏
屋
別
荘
の
利
活
用

の
イ
メ
ー
ジ
は
。

「
２
０
０
人
規
模
の
学
会

や
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
で
の
利
用
は
十

分
考
え
ら
れ
る
。
施
設
内
に

は
大
会
議
室
と
し
て
使
え
る

大
広
間
や
、
小
会
議
室
で
使

え
る
多
数
の
小
部
屋
が
あ

る
。機
材
の
利
用
も
可
能
で
、

使
い
勝
手
は
か
な
り
良
い
」

―
―
柏
屋
別
荘
、
別
所
温

泉
の
可
能
性
に
つ
い
て
。

「
日
本
全
国
に
も
共
通
す

る
が
、
お
客
さ
ま
の
高
齢
化

が
進
ん
で
お
り
、
今
後
は
フ

ァ
ミ
リ
ー
な
ど
若
い
層
を
受

け
入
れ
る
環
境
が
求
め
ら
れ

る
。地
域
に
は
自
然
が
多
く
、

木
の
実
な
ど
を
使
っ
た
ク
ラ

フ
ト
体
験
な
ど
、
体
験
商
品

化
も
可
能
だ
。
長
野
大
学
も

連
携
し
な
が
ら
、
教
育
の
場

と
し
て
の
活
用
な
ど
、
可
能

性
を
探
っ
て
い
く
」

ア
イ
デ
ア
を
発
表
す
る
入
選
者

柏
屋
別
荘
の
全
体
像

柏
屋
別
荘
（
正
面
入
り
口
）

ア
イ
デ
ア
募
集
の
表
彰
者
一
覧

こ
っ
ぱ
人
形
の
展
示

昔
の
駅
弁
の
包
み
紙
展
示

Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
で
活
用
で
き
る
２
階
大
広
間

―
―
ア
イ
デ
ア
の
募
集
結

果
を
受
け
て
。

「
施
設
の
利
活
用
に
向
け

た
良
い
ス
タ
ー
ト
と
な
っ

た
。
多
く
の
方
々
か
ら
さ
ま

ざ
ま
な
角
度
の
提
案
が
出
て

お
り
、検
討
材
料
と
な
っ
た
。

ま
た
、
多
く
の
人
に
実
際
に

来
て
も
ら
え
る
き
っ
か
け
に

も
な
っ
た
。
人
が
集
ま
り
交

流
し
、
人
脈
が
で
き
た
こ
と

も
大
き
な
プ
ラ
ス
だ
」

―
―
今
後
の
展
開
は
。

「
柏
屋
別
荘
土
地
建
物
の

維
持
管
理
経
費
は
ベ
ー
ス
の

水
道
光
熱
費
な
ど
含
め
、
年

間
４
０
０
万
円
程
度
か
か

る
。
ま
ず
は
こ
の
最
低
限
の

年
間
経
費
を
確
保
し
て
い

く
。
旅
館
や
温
泉
施
設
と
し

て
で
は
な
く
、
特
徴
あ
る
外

観
や
室
内
空
間
を
生
か
し
、

事
務
所
・
工
房
や
研
修
・
研

究
な
ど
新
た
な
施
設
と
し
て

の
活
用
を
視
野
に
入
れ
て
い

る
。
仮
に
、
月
間
１
万
円
の

会
費
制
と
し
た
場
合
、
年
間


人
弱
で
最
低
限
の
維
持
管

理
経
費
を
ま
か
な
え
る
。
利

用
者
の
ニ
ー
ズ
を
探
り
な
が

ら
、
収
益
確
保
に
向
け
た
取

り
組
み
を
始
め
て
い
く
」

―
―
将
来
に
向
け
て
。

「
信
州
エ
リ
ア
の
若
手
経

営
者
か
ら
は
、
コ
イ
ン
ラ
ン

ド
リ
ー
併
設
の
お
で
ん
バ

ー
、
女
性
専
用
の
テ
ン
ト
サ

ウ
ナ
な
ど
の
斬
新
な
提
案
も

出
て
い
る
。ま
ず
は
、友
人
、

知
人
に
利
用
し
て
も
ら
い
、

徐
々
に
裾
野
を
広
げ
て
い
き

た
い
。
宿
泊
は
、
地
元
宿
泊

施
設
の
方
々
と
連
携
し
、
受

け
入
れ
の
ス
キ
ー
ム
を
検
討

し
た
い
。
老
舗
旅
館
の
特
徴

的
空
間
を
生
か
し
な
が
ら
、

新
し
い
機
能
、
交
流
の
拠
点

に
し
て
い
き
た
い
」

平
日
で
も
約
１
万
人
が
訪
れ
る

亀
井
専
務
理
事

戸
越
銀
座
商
店
街
連
合
会
は
今

年
８
月
、
地
域
団
体
商
標
「
戸
越

銀
座
商
店
街
」
を
登
録
し
た
。
地

域
団
体
商
標
取
得
に
つ
い
て
、
戸

越
銀
座
商
店
街
連
合
会
で
専
務
理

事
と
広
報
を
務
め
る
宝
飾
品
や
時

計
の
専
門
店
「
ギ
ャ
ラ
リ
ー
カ
メ

イ
」
店
主
の
亀
井
哲
郎
氏
は
、

「
組
合
に
加
盟
す
る
メ
リ
ッ
ト
、

組
織
力
の
強
化
、『
戸
越
銀
座
』と

い
う
ブ
ラ
ン
ド
の
打
ち
出
し
に
つ

な
が
る
」と
話
す
。現
在
は
、組
合

の
組
織
率
は
約

％
と
高
い
。

同
連
合
会
は
、

年
前
に
地
元

密
着
型
の
三
つ
の
商
店
街
組
織
が

連
合
会
を
結
成
。
全
長
約
１
・
３

㌔
に
約
４
０
０
の
店
舗
が
軒
を
連

ね
る
「
都
内
、
関
東
で
一
番
長
い

商
店
街
」
と
し
て
、
約

年
前
に

は
名
物
「
戸
越
銀
座
コ
ロ
ッ
ケ
」

を
開
発
す
る
な
ど
独
自
の
ブ
ラ
ン

ド
の
開
発
や
、
Ｉ
Ｔ
技
術
を
生
か

し
た
情
報
提
供
サ
ー
ビ
ス
の
整
備

な
ど
を
進
め
て
い
る
。

商
標
の
取
得
に
つ
い
て
、
亀
井

氏
は
「
一
過
性
の
集
客
イ
ベ
ン
ト

は
継
続
性
が
な
く
、
費
用
対
効
果

も
な
い
。
戸
越
銀
座
は
寺
社
仏
閣

な
ど
観
光
資
源
が
な
い
場
所
だ

が
、
江
戸
を
越
え
た
土
地
『
江
戸

越
え
』
と
い
っ
た
地
域
の
由
来
や

ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、
三
つ
の
商
店
街

が
一
つ
に
な
っ
た
ス
ケ
ー
ル
メ
リ

ッ
ト
を
生
か
し
な
が
ら
、
ス
ト
ー

リ
ー
や
コ
ン
セ
プ
ト
づ
く
り
、
ブ

ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
構
築
を
進
め
て

き
た
。
商
標
の
取
得
は
、
組
合
員

が
商
標
を
使
え
る
メ
リ
ッ
ト
の
ほ

か
、
新
た
に
作
っ
た
商
品
・
企
画

の
宣
伝
・
Ｐ
Ｒ
、
わ
ざ
わ
ざ
訪
れ

て
も
ら
う
場
所
に
な
る
き
っ
か
け

を
作
る
も
の
」
と
経
緯
を
話
す
。

今
後
に
つ
い
て
は
、「
知
名
度
、

価
値
が
上
が
れ
ば
企
業
も
投
資
を

行
う
。
ま
ち
づ
く
り
や
商
店
街
を

共
に
支
え
る
と
い
う
事
業
者
や
地

域
住
民
を
増
や
し
、
商
店
街
を
よ

り
強
く
し
て
い
く
」と
亀
井
氏
。

パ
ッ
ケ
ー
ジ
に
シ
ー
ル
貼
付

他
マ
ー
ク
な
ど
と
共
に
付
与

の
ぼ
り
や
ポ
ス
タ
ー
に
使
用

地域団体商標取得後に使える
「地域団体商標マーク」

⇨他社への権利行使（攻撃
　防御）、ライセンス契約

⇨取引信用度・商品・サー
　ビス訴求力の増大

⇨組織強化・ブランドに対
　する自負の形成

長
野
県
上
田
市
の
別
所
温

泉
に
あ
る
柏
屋
別
荘
は
、
江

戸
時
代
に
上
田
藩
の
出
屋

敷
、
造
り
酒
屋
を
経
て
、
明

治

年
に
湯
宿
と
し
て
開

業
。
上
田
電
鉄
別
所
温
泉
駅

か
ら
徒
歩

分
と
、
温
泉
街

の
奥
ま
っ
た
場
所
に
位
置
す

る
老
舗
旅
館
は
木
造
４
階
建

て
で
、
中
庭
に
は
樹
齢
１
０

０
年

種
２
８
０
０
株
の
ツ

ツ
ジ
が
咲
く
。創
業
時
か
ら
、

川
端
康
成
や
有
島
武
郎
な

ど
、
多
く
の
文
人
、
墨
客
に

親
し
ま
れ
続
け
て
い
た
。

旅
館
は
、
２
０
１
７
年
に

廃
業
と
な
っ
て
い
た
が
、
現

在
は
柏
屋
別
荘
の
前
経
営
者

の
縁
者
で
あ
る
信
田
直
昭
氏

が
役
員
を
務
め
る
東
京
都
内

の
不
動
産
事
業
会
社
が
所
有

し
、
配
管
の
修
繕
や
畳
の
入

れ
替
え
な
ど
、
設
備
の
復
旧

が
行
わ
れ
て
い
る
。
信
田
氏

は
、
廃
業
旅
館
と
な
っ
た
建

物
の
利
活
用
を
探
る
活
動
を

展
開
。
地
元
上
田
市
の
長
野

大
学
教
職
員
有
志
や
、
上
田

地
域
へ
の
交
流
・
移
住
者
や

若
者
ら
で
作
る
組
織
「
柏
屋

別
荘
の
倶
楽
部
」
、
東
京
の

コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
会
社
で

あ
る
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
と
協
調
検
討
が
進
め

ら
れ
て
い
る
。

２
０
２
２
年
７
月
に
は
、

柏
屋
別
荘
ス
モ
ー
ル
Ｍ
Ｉ
Ｃ

Ｅ
実
行
委
員
会
を
立
ち
上

げ
、
柏
屋
別
荘
の
新
た
な
生

か
し
方
、
再
生
に
向
け
た
事

業
モ
デ
ル
の
ア
イ
デ
ア
の
募

集
を
７
～
９
月
に
実
施
。
長

野
大
学
の
学
生
や
地
元
事
業

者
な
ど
全
国
か
ら

件
の
ア

イ
デ
ア
が
寄
せ
ら
れ
、

月

５
日
に
は
選
出
さ
れ
た

件

の
表
彰
式
や
交
流
会
が
行
わ

れ
た
。

今
回
の
取
り
組
み
は
、
観

光
庁
の
「
地
域
独
自
の
観
光

資
源
を
活
用
し
た
地
域
の
稼

げ
る
看
板
商
品
の
創
出
事

業
」
の
一
環
と
し
て
実
施
さ

れ
た
。

表
彰
式
で
は
、
選
出
さ
れ

た
入
賞
者
が
ア
イ
デ
ア
を
発

表
。
長
野
大
学
環
境
ツ
ー
リ

ズ
ム
学
部
熊
谷
ゼ
ミ
Ａ
チ
ー

ム
は
、
数
多
く
の
部
屋
を
有

す
る
旅
館
の
各
部
屋
を
商
業

施
設
の
よ
う
に
貸
し
出
す

「
オ
ー
ク
Ｗ
ａ
ｌ
ｋ
」
、
シ

ア
タ
ー
＆
ア
ー
ツ
う
え
だ

（
長
野
県
上
田
市
）
の
荒
井

洋
文
代
表
は
「
別
所
ア
ー
ト

・
セ
ン
タ
ー
～
ア
ー
テ
ィ
ス

ト
・
イ
ン
・
レ
ジ
デ
ン
ス
事

業
と
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
の
運
営

～
」
と
題
し
、
芸
術
家
が
旅

館
に
長
期
滞
在
し
な
が
ら
作

品
を
制
作
す
る
場
と
し
て
の

活
用
策
を
示
し
た
。

こ
の
ほ
か
、
入
選
者
か
ら

は
、
上
田
市
発
祥
の
農
民
美

術
の
一
つ
「
こ
っ
ぱ
人
形
」

を
展
示
す
る
「
こ
っ
ぱ
人
形

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」
や
、
柏
屋

別
荘
で
の
フ
ォ
ト
ス
ポ
ッ
ト

・
ブ
ー
ス
制
作
、
資
料
展
示

ス
ペ
ー
ス
、
イ
ン
ド
ア
キ
ャ

ン
プ
場
と
し
て
の
活
用
、
旅

館
や
飲
食
店
の
仲
介
役
を
担

う
喫
茶
店
の
営
業
、
昆
虫
食

イ
ベ
ン
ト
の
開
催
な
ど
の
ア

イ
デ
ア
が
紹
介
さ
れ
た
。
入

賞
者
に
は
表
彰
状
な
ど
が
授

与
さ
れ
た
。

ア
イ
デ
ア
の
募
集
に
参
加

し
た
荒
井
氏
は「
別
所
温
泉
、

柏
屋
別
荘
は
首
都
圏
か
ら
の

ア
ク
セ
ス
も
良
く
、
ま
だ
ま

だ
多
く
の
可
能
性
が
あ
る
場

所
。
本
日
発
表
さ
れ
た
目
新

し
い
企
画
な
ど
を
き
っ
か
け

に
、
長
野
、
上
田
の
新
た
な

に
ぎ
わ
い
の
拠
点
と
な
れ

ば
」
と
話
し
た
。

同
制
度
は
、
「
地
域
ブ
ラ

ン
ド
」
と
し
て
用
い
ら
れ
る

こ
と
が
多
い
、
「
地
域
の
名

称
」
お
よ
び
「
商
品
（
サ
ー

ビ
ス
名
）
」
か
ら
な
る
文
字

商
標
に
つ
い
て
、
登
録
要
件

が
緩
和
さ
れ
た
も
の
。
通
常

は
、
「
全
国
的
に
周
知
」
さ

れ
て
い
な
け
れ
ば
商
標
登
録

を
得
ら
れ
な
い
が
、
同
制
度

で
は
、
一
定
の
地
域
で
周
知

性
が
あ
れ
ば
、
要
件
を
満
た

す
。特

許
庁
商
標
課
の
佐
藤
浩

昭
地
域
ブ
ラ
ン
ド
推
進
室
長

は
、
登
録
数
の
推
移
に
つ
い

て
、
「
商
標
登
録
数
は
コ
ン

ス
タ
ン
ト
に
増
え
て
い
る
。

観
光
関
連
で
は
、
温
泉
の
登

録
数
が

あ
る
」
と
話
す
。

名
称
が
全
国
的
に
有
名
に
な

る
前
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
名

称
を
保
護
し
た
い
団
体
、
商

標
権
の
取
得
に
よ
っ
て
、
商

品
の
ブ
ラ
ン
ド
力
を
高
め
た

い
と
い
う
団
体
か
ら
の
相

談
、
出
願
が
増
え
て
い
る
と

い
う
。

地
域
団
体
商
標
取
得
の
主

な
登
録
要
件
は
、
①
登
録
主

体
が
、
事
業
協
同
組
合
、
農

業
協
同
組
合
な
ど
の
組
合
、

商
工
会
、
商
工
会
議
所
お
よ

び
特
定
非
営
利
活
動
法
人
、

こ
れ
ら
に
相
当
す
る
外
国
の

法
人
で
あ
る
こ
と
②
商
標
の

構
成
が
地
域
の
名
称
と
商
品

（
サ
ー
ビ
ス
）
名
な
ど
の
組

み
合
わ
せ
か
ら

な
る
こ
と
③
地

域
の
名
称
と
商

品
（
役
務
）
と

の
関
連
性
と
し

て
、
地
域
の
名

称
と
商
品
（
サ
ー
ビ
ス
）
が

関
連
性
を
有
す
る
（
商
品
の

生
産
地
な
ど
）
こ
と
④
周
知

性
と
し
て
、
出
願
人
ま
た
は

そ
の
構
成
員
の
使
用
に
よ

り
、
こ
れ
ら
の
者
の
商
標
と

し
て
知
ら
れ
て
い
る
こ
と
―

の
四
つ
。

取
得
の
メ
リ
ッ
ト
に
つ
い

て
は
、
「
法
的
効
果
や
差
別

化
効
果
な
ど
が
挙
げ
ら
れ

る
」
と
佐
藤
室
長
。

法
的
効
果
と
し
て
は
、
他

社
へ
の
権
利
行
使
〈
攻
撃
・

防
御
〉
が
で
き
る
。
他
者
が

不
正
に
地
域
団
体
商
標
を
使

用
す
る
場
合
、
民
事
・
刑
事

の
両
面
か
ら
対
抗
を
可
能
に

し
、
不
正
に
商
標
を
使
用
し

た
店
舗
の
開
店
の
未
然
防
止

や
、
類
似
品
や
模
倣
品
（
サ

ー
ビ
ス
）
へ
の
権
利
主
張
な

ど
が
で
き
る
。
ま
た
、
「
ラ

イ
セ
ン
ス
契
約
」
と
し
て
、

他
者
に
地
域
団
体
商
標
の
使

用
を
許
諾
で
き
、
メ
ー
カ
ー

や
飲
食
店
な
ど
か
ら
の
収
益

化
に
つ
な
げ
て
い
る
ケ
ー
ス

が
あ
る
。

差
別
化
効
果
と
し
て
は
、

取
引
信
用
度
・
商
品
・
サ
ー

ビ
ス
訴
求
力
の
増
大
が
あ

る
。
地
域
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て

国
に
保
護
さ
れ
て
い
る
点
、

お
墨
付
き
を
も
ら
っ
た
と
い

う
点
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と

で
、
取
引
の
際
の
信
用
力
の

増
大
や
、
商
品
・
サ
ー
ビ
ス

の
訴
求
力
の
増
大
に
つ
な
げ

ら
れ
る
。
権
利
取
得
を
き
っ

か
け
に
、
首
都
圏
の
大
手
ス

ー
パ
ー
や
県
内
の
学
校
給
食

へ
の
商
品
の
採
用
や
、
権
利

取
得
後
に
注
目
さ
れ
て
サ
イ

ト
検
索
数
や
マ
ス
コ
ミ
に
取

り
上
げ
ら
れ
る
機
会
の
増

加
、
輸
出
・
販
売
量
の
増
加

と
い
っ
た
例
が
出
て
い
る
。

そ
の
他
の
効
果
と
し
て

は
、
地
域
団
体
商
標
を
団
体

で
独
占
的
に
使
用
す
る
こ
と

で
、
組
合
員
の
増
加
と
い
っ

た
組
織
の
強
化
や
、
ブ
ラ
ン

ド
に
対
す
る
自
負
の
形
成
な

ど
が
あ
る
。

メ
リ
ッ
ト
に
つ
い
て
佐
藤

室
長
は
、
「
商
標
は
、
商
品

が
認
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
る

こ
と
を
表
す
。
消
費
者
、
関

係
者
と
の
取
引
の
信
頼
度
や

組
合
の
価
値
の
向
上
、
ブ
ラ

ン
ド
に
対
す
る
誇
り
や
町
お

こ
し
へ
の
機
運

上
昇
な
ど
に
も

つ
な
が
っ
て
い

る
」
と
効
果
を

強
調
す
る
。

地
域
団
体
商

標
を
取
得
す
る
に
は
、
出
願

か
ら
審
査
、
料
金
の
納
付
が

必
要
。権
利
期
間
は

年
で
、

更
新
料
を
納
付
す
る
こ
と

で
、
半
永
久
的
に
権
利
を
継

続
で
き
る
。
出
願
料
は
、
３

４
０
０
円
に
加
え
、
８
６
０

０
円
×
区
分
数
。
登
録
料

（

年
）
は
、
３
万
２
９
０

０
円
×
区
分
数
。
更
新
登
録

申
請
料
（

年
）
は
、
４
万

３
６
０
０
円
×
区
分
数
。
出

願
は
、
特
許
庁
へ
書
面
で
提

出
（
持
参
ま
た
は
郵
送
）
す

る
方
法
、
ま
た
は
自
宅
や
会

社
な
ど
の
パ
ソ
コ
ン
か
ら
オ

ン
ラ
イ
ン
（
電
子
手
続
き
）

で
提
出
す
る
方
法
の
２
通
り

あ
る
。

観
光
業
界
の
人
た
ち
に
向

け
て
佐
藤
室
長
は
、
「
商
標

を
取
得
す
る
こ
と
は
、
組
合

な
ど
組
織
に
入
る
メ
リ
ッ
ト

付
け
や
組
織
の
強
化
、
ル
ー

ル
づ
く
り
、
宣
伝
・
Ｐ
Ｒ
、

偽
物
の
排
除
に
つ
な
が
る
も

の
。
取
得
の
要
件
に
は
、
地

域
が
一
体
で
あ
る
こ
と
も
あ

り
、
地
域
が
ま
と
ま
る
き
っ

か
け
、
ブ
ラ
ン
ド
の
良
さ
を

再
認
識
す
る
機
会
に
な
る
。

ま
ず
は
制
度
を
知
っ
て
い
た

だ
き
な
が
ら
、
地
域
ブ
ラ
ン

ド
を
使
っ
て
地
域
貢
献
を
し

た
い
、
地
域
に
役
立
つ
と
感

じ
た
際
は
、
ぜ
ひ
相
談
し
て

ほ
し
い
。
必
要
が
あ
れ
ば
無

償
で
出
張
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で

制
度
説
明
を
行
う
」
と
呼
び

掛
け
る
。

地
域
団
体
商
標
制
度
に
関

す
る
問
い
合
わ
せ
は
、
特
許

庁
商
標
課
地
域
ブ
ラ
ン
ド
推

進
室
☎
０
３
（
３
５
８
１
）

１
１
０
１
内
線（
２
８
２
８
）

や
、

都
道
府
県
に
あ
る
Ｉ

Ｎ
Ｐ
Ｉ
Ｔ
知
財
総
合
支
援
窓

口
で
受
け
付
け
て
い
る
。

地
域
団
体
商
標
制
度
は
、
特
許
庁
が
「
地
域
ブ
ラ
ン
ド
」
を
適

切
に
保
護
す
る
こ
と
で
、
信
用
力
の
維
持
に
よ
る
競
争
力
の
強
化

と
地
域
経
済
の
活
性
化
を
支
援
す
る
こ
と
を
目
的
に
２
０
０
６
年

４
月
に
創
設
。
現
在
（
２
０
２
２
年

月

日
時
点
）
は
、
７
３

９
件
が
登
録
さ
れ
て
い
る
。
特
許
庁
で
は
、
同
制
度
を
活
用
し
た

地
域
活
性
化
を
呼
び
掛
け
て
い
る
。




